
2020 年、サンクスギビングデー特別集会のための標語 

 

一人の新しい人のために、ご自身をもってわたしたちの文化に置き換わるキ

リストは、すべてを含む、無限に拡張するキリスト、首位である方、神のエ

コノミーの中心性と普遍性です。 

 

わたしたちがすべてを含む、無限に拡張するキリストのビジョンを持ち、キ

リストをわたしたちの命またわたしたちの全存在の構成要素として経験し、

わたしたちの文化ではなく彼を生きるとき、一人の新しい人は実際的にわた

したちの間に出現し、わたしたちは新しい人の生活を実際化します。 

 

一人の新しい人の生活は、イエスの生活と全く同じであるべきです。団体的

な神・人としての一人の新しい人のために、わたしたちは神・人の生活をす

る必要があります 

 

わたしたちは、一つ霊を飲むことによって古い人を脱ぎ捨てて、新しい人

を着る必要があります。それは、わたしたちが、実際の日常生活のあらゆ

る面で、わたしたちの思いの霊の中で新しくされて、主の心の願いを遂行

し、実際に一人の新しい人を持つためです。 
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サンクスギビングデー特別集会メッセージのアウトライン 

2020 年 11 月 26 日―29 日 

 

主題： 

一人の新しい人のために、 

すべてを含む、無限に拡張するキリストは、文化に置き換わる 

 

メッセージ １ 

わたしたちの文化が、 

すべてを含む、無限に拡張するキリストによって置き換えられる緊急の必要 

聖書：コロサイ 1:12-13, 15-18, 27．2:8, 14-15．3:4, 10-11 

 

Ⅰ．コロサイ人への手紙が書かれたのは、コロサイに在る召会が文化で浸透されてお

り、聖徒たちが文化によってキリストからそらされていたからです――コロサイ

2:8, 16-17．3:10-11： 

Ａ．コロサイにおいて、文化が召会に押し寄せ、キリストに置き換わり、聖徒たち

をとりことして奪い去りました――2:8。 

Ｂ．神の敵は文化を利用してキリストに置き換えます。敵は文化の良い面を利用し

てキリストに置き換えようとします――参照、ピリピ 3:4-8。 

Ｃ．コロサイ人への手紙によれば、キリストは文化によって置き換えられています。

コロサイ人への手紙は、キリストに最終的に置き換わるものがわたしたちの文

化であることを示しています。 

Ｄ．コロサイ人への手紙で、「暗やみの権威」は特に、文化の良い面とわたしたち

の天然の人の良い面とを指しています――コロサイ 1:12-13： 

１．コロサイの聖徒たちは文化の最高の面を召会に侵入させることによって、暗

やみの権威の下に落ち込んでしまいました――2:8。 

２．文化の最高の産物は、実は暗やみの権威の各面であり、それによってサタン

は人々を制御します――1:13。 

３．キリストの代替物であるものは何であれ、わたしたちを制御する暗やみの権

威となります――13 節。 

Ⅱ．人類文化は人の堕落の後、起こりました――創 4:16-22： 

Ａ．カインは神の面前を去った後、自分の保護と自己の生存のために町を建設しま

した――創 4:16-17： 

１．彼はこの町の中で神のない文化を生み出しました。 

２．園の中で、神は人のすべてでした。すなわち人の保護、維持、供給、娯楽で

した。人は神を失ったとき、すべてを失いました。 

３．人が神を失ったことは、人に強いて人の文化を発明させました。その主要な

要素は、生存のための町、生計を立てるために家畜を飼うこと、娯楽のため

の音楽、防御のための武器でした――20-22 節。 

Ｂ．一見して、神のない文化が、神の道を行くことを拒否して神を失った人によっ



て発明されました。実は、文化の内在的な要因は、神から離れた人の内側にあ

る、神の敵サタンの扇動とそそのかしでした――創 4:7, 16-17．マタイ 12:26： 

１．神がなくサタンに結合されたそのような文化は、典型的なものとなって各時

代にわたる全人類のすべての文化を表します。これが表徴するのは、文化が

神のないものであり、サタンに従っており、サタンに結合されているという

ことです――参照、ルカ 4:6, フットノート 1。 

２．神のない文化は創世記第 4 章で種として開始しました。そして人類歴史を通

して発展し、ついには啓示録第 18 章の大いなるバビロンにおいて究極的に完

成します。 

３．マタイ第 24 章 37 節から 39 節の主の言葉が示しているのは、ノアの時代の神

のない文化が、主の来臨の時期にその頂点に発展するということです。 

Ⅲ．文化は、キリストと召会に関する神の定められた御旨を妨げます――エペソ

3:10-11．5:32： 

Ａ．とてもこうかつなものが、キリストと召会の道に立ちはだかっています。この

こうかつな敵対する要素は文化です――コロサイ 3:10-11．エペソ 2:14-15．コロ

サイ 2:14-15。 

Ｂ．文化は、キリストを経験することに対する大きな妨げです。無意識的にも潜在

意識的にも、わたしたちは文化によって、キリストを経験し享受することから

妨げられています――ピリピ 3:7-8。 

Ｃ．わたしたちがすべての事でキリストの中へと成長し込み、一人の完全に成長し

た人に到達することは、わたしたちのこうかつな、隠れた文化によって妨げら

れています――コロサイ 2:19．エペソ 4:13, 15-16。 

Ⅳ．人類文化は神の王国に敵対しています――マタイ 10:16-25, 34-39．12:29, 46-50： 

Ａ．罪深い事は、人類文化ほどには神の王国に敵対しません。 

Ｂ．人類文化は、サタンの王国の基本的な部分、また極めて大きな部分となりまし

た――26 節。 

Ｃ．文化はサタンの要塞となりました。サタンはこうかつな方法で文化を維持し、

文化を利用して神の王国に敵対しています――使徒 26:18．コロサイ 1:12-13。 

Ⅴ．キリストはすべてを含む、無限に拡張する方として文化に相対しており、ご自身

をもってわたしたちの文化に置き換わるべきです――コロサイ 1:18．3:4, 10-11： 

Ａ．コロサイ人への手紙におけるキリストの無限に拡張する啓示の目的は、文化を

対処することです――2:8．3:10-11。 

Ｂ．この書でパウロは、すべてを含む、無限に拡張するキリストのビジョンを提示

して、このキリストがわたしたちの文化に置き換わるべきであるという事実を

わたしたちに印象づけています――1:27。 

Ⅵ．文化に置き換わるキリストは、すべてを含む、無限に拡張するキリスト、首位で

ある方、神のエコノミーの中心性と普遍性です――コロサイ 1:15-18．2:16-17．

3:4, 10-11： 

Ａ．わたしたちの文化に置き換わり、わたしたちにとってすべてとなることができ

るキリストは、すべてを含む、無限に拡張するキリストです――1:15, 18。 



Ｂ．コロサイ人への手紙が書かれたのは、すべてを含む、無限に拡張するキリスト

を啓示するためです。この方は、わたしたちの文化を対処し、ご自身をもって

わたしたちの文化に置き換わります――3:4, 10-11。 

Ｃ．神は彼の救いにおいて、わたしたちを罪、裁き、火の池、この世、自己から救

うだけではありません。彼はまたわたしたちを、わたしたちの文化を含めて、

キリストに置き換わるすべてのものから救います――ヘブル 7:25。 

Ｄ．すべてを含む、無限に拡張するキリストはわたしたちの中にいます。わたした

ちは彼に、わたしたちの全存在を満たしていただき、ご自身をもってわたした

ちの文化に置き換わっていただく必要があります――エペソ 3:17 前半．コロサ

イ 1:27．3:11。  
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